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平
成
2
年
度
 

方
城
町
青
少
年
育
成
 

町
民
会
議
の
活
動
計
画
 

我
が
国
の
青
少
年
人
口
は
年
 

々
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
社
会
を
 

支
え
る
遥
ま
し
い
青
少
年
の
育
 

成
は
、
数
と
質
の
両
面
で
ま
す
 

ま
す
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
 

ま
す
が
、
青
少
年
の
現
状
は
、
 

非
行
な
ど
の
反
社
会
的
行
動
等
 

深
刻
な
情
況
が
つ
づ
い
て
お
り
 

ま
す
。
方
城
町
青
少
年
育
成
町
 

民
会
議
で
は
、
青
少
年
問
題
は
 

大
人
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
 

て
、
地
域
・
学
校
・
他
団
体
と
 

の
連
携
、
協
ガ
体
制
を
密
に
し
 

今
年
度
も
青
少
年
の
健
全
育
成
 

非
行
防
止
の
推
進
を
図
っ
て
い
 

き
ま
す
。
 

重
点
目
標
 

①
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
 

の
強
化
 

②
組
織
・
機
関
・
団
体
そ
れ
ぞ
 

れ
の
青
少
年
健
全
育
成
活
動
 

の
充
実
。
 

③
町
民
会
議
の
趣
旨
の
理
解
・
 

浸
透
の
努
力
と
事
業
の
推
進
 

具
体
的
活
動
内
容
 

①
青
少
年
健
全
育
成
大
会
 

12
 

月
2

日
（
日
）
9
時
よ
り
 

・
小
・
中
学
生
の
作
文
発
表
 

「
青
少
年
の
健
全
育
成
」
 

講
演
会
（
講
師
未
定
）
 

②
広
報
紙
に
よ
る
積
極
的
な
啓
 

発
活
動
 

・
昨
年
ま
で
は
年
一
回
の
広
 

報
活
動
で
あ
っ
た
が
、
本
 

年
度
よ
り
年
四
回
全
戸
配
 

布
す
る
。
 

「
ふ
れ
あ
い
」
 

年
三
回
、
 

「
広
報
ほ
う
じ
 

ょ
う
」
年
一
回
 

③
青
少
年
健
全
育
成
キ
ャ
ン
ぺ
 

ー
ン
活
動
 

7
月
 14
 

日
（
土
）
午
後
1
時
 

・
方
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

と
の
共
催
で
、
方
城
町
内
 

に
、
広
報
車
で
巡
回
し
、
 

青
少
年
健
全
育
成
・
非
行
 

防
止
の
呼
び
か
け
と
、
水
 

難
防
止
・
福
祉
標
語
の
立
 

看
板
の
設
置
を
行
い
ま
し
 

た。 

④
親
子
教
室
の
開
設
 

⑤
「
あ
い
さ
つ
」
 
運
動
の
推
進
 

・
町
立
三
学
校
で
は
、
児
童
 

（教育長） 会 長 
I 構成団体 組織図 

生
徒
に
 
「
あ
い
さ
つ
」
 
運
 

動
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
 

ま
す
。
町
民
会
議
で
は
、
 

そ
の
主
旨
に
そ
っ
て
、
協
 

力
、
推
進
し
て
い
ま
す
。
 

リ会長 
 ノ方城町教育委員会、 

-H 事務局、社会教育係 ノ

広報部会 家庭教育部会 総務部会 健全育成部会

⑥
夏
休
み
街
頭
補
導
 

・
夜
間
（
午
後
9
時
5
回） 

特
別
（
午
後
 10 

時
2
回） 

昼
間
（
午
後
1
時
7
回） 

・
町
内
の
巡
回
補
導
 

学
識
経
験
者
 

父
親
代
表
 

保
育
所
 

町
婦
人
会
 

弁
城
小
学
校
教
師
 

伊
方
小
学
校
教
師
 

方
城
中
学
校
教
師
 

民
生
児
童
委
員
会
 

社
会
教
育
委
員
長
 

教
育
委
員
長
 

高
校
教
師
 

町
議
会
代
表
 

町
小
年
補
導
員
 

町
商
工
会
 

中
学
校
P
T
A
 

小
学
校
P
T
A
 

町
地
区
公
民
館
長
会
 

町
老
人
会
 

町
子
ど
も
育
成
会
 

町
体
育
協
会
 

弁
城
小
学
校
長
 

伊
方
小
学
校
長
 

町
住
民
課
長
 

方
城
中
学
校
長
 

町
総
務
課
長
 

あ
い
さ
つ
運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
ノ
・
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く
 

、
 

心
豊
か
な
子
育
て
』
運
動
 

ー 

親
子
教
室
に
い
ら
つ
し
ゃ
い
 
ー

 

近
年
の
親
子
関
係
と
言
う
か
、
 

親
が
子
育
て
に
つ
い
て
知
っ
て
 

い
る
よ
う
で
も
、
知
ら
な
い
こ
 

と
が
多
い
。
ま
た
核
家
族
化
し
 

て
、
自
分
だ
け
の
「
カ
ラ
」
 
に
 

と
じ
こ
も
り
が
ち
。
問
題
に
直
 

面
し
た
と
き
に
自
分
で
解
決
で
 

き
ず
、
ま
た
、
隣
近
所
の
人
に
 

尋
ね
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
悩
 

ん
で
い
る
親
の
多
い
昨
今
で
す
。
 

子
供
の
出
生
率
が
低
く
、
少
な
 

い
子
供
だ
け
に
ど
う
し
て
も
親
 

が
過
保
護
に
な
り
が
ち
で
、
そ
 

の
た
め
子
供
は
自
己
中
心
的
で
 

無
気
力
な
情
緒
の
な
い
人
格
を
 

形
成
し
て
い
る
現
状
が
見
受
け
 

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
 

を
思
う
と
き
、
今
、
親
と
し
て
 

何
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
 

か
悩
む
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
 

と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
の
解
決
 

を
は
か
る
糸
ロ
に
少
し
で
も
役
 

立
て
ば
と
の
思
い
も
あ
り
、
方
 

城
町
に
親
子
教
室
が
開
講
さ
れ
 

三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
 

独
身
時
代
は
も
と
よ
り
、
結
 

婚
、
妊
娠
、
出
産
か
ら
親
に
な
 

っ
た
と
き
、
ど
う
す
れ
ば
健
全
 

な
親
子
関
係
が
確
立
で
き
る
か
 

を
勉
強
す
る
場
に
し
た
い
と
考
 

え
て
い
ま
す
。
 

昨
年
は
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
 

ゃ
ん
が
一
緒
に
学
習
し
よ
う
と
 

い
う
こ
と
で
前
期
7

回
、
後
期
 

6
回
行
い
ま
し
た
。
第
1
回
目
 

の
ビ
デ
オ
内
容
 
「
ど
ん
な
子
に
 

で
も
母
親
し
だ
い
」
を
皮
切
り
 

に
、
健
康
（
妊
娠
・
赤
ち
ゃ
ん
）
 

離
乳
食
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
 

自
然
（
散
歩
）
と
の
ふ
れ
あ
い
 

等
を
実
施
し
、
ま
た
、
専
門
の
 

講
師
を
招
い
て
、
講
演
を
戴
く
 

等
進
め
た
結
果
、
多
数
の
参
加
 

者
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
 

お
り
ま
す
。
 

本
年
度
は
、
昨
年
よ
り
更
に
 

よ
り
よ
い
親
子
教
室
を
実
施
し
 

よ
う
と
、
ス
タ
ッ
フ
ー
同
頭
を
 

ひ
ね
り
、
計
画
を
樹
て
、
6
月
 

2
日
か
ら
前
期
4
回
、
胎
児
か
 

ら
1
才
ま
で
を
対
象
に
、
後
期
 

は
1
才
か
ら
2
才
半
ま
で
を
対
 

一

 

8
月
5

日
（
日
）
方
城
町
子
 

ど
も
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
 

子
ど
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
 

町
民
グ
ラ
ン
ド
、
方
城
中
学
校
 

象
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
 

開
講
日
は
毎
土
曜
日
の
午
後
 

一
時
か
ら
2
時
間
程
度
で
す
。
 

新
し
い
二
一
世
紀
を
に
な
う
 

人
間
づ
く
り
の
た
め
、
お
母
さ
 

ん
が
た
の
頑
張
り
が
今
一
番
大
 

切
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

子
供
達
の
将
来
の
大
切
な
基
 

礎
を
、
そ
し
て
希
望
あ
ふ
れ
る
 

世
界
を
親
と
し
て
作
っ
て
や
り
 

ま
し
ょ
・
フ
。
 

9
月
下
旬
『
父
母
講
座
』
を
 

開
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
後
日
 

各
家
庭
ヘ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
 

す
。
ぜ
ひ
、
両
親
そ
ろ
っ
て
ご
 

参
加
下
さ
い
。
 

蒸
飛
唆
護
議
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蔵
機
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日
立
グ
ラ
ン
ド
で
開
 

か
れ
ま
し
た
。
夏
空
 

の
暑
い
中
、
 
22 

チ
ー
 

ム
の
子
ど
も
た
ち
は
 

珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
 

ー
の
連
続
で
、
が
ん
 

ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

▼
優
 

勝
 

西
古
門
子
ど
も
会
 

▼
準
優
勝
 

久
六
子
ど
も
会
 

▼
三
 

位
 

東
長
浦
子
ど
も
会
 

東
古
門
子
ど
も
会
 

~ 

二 

西古門子ども会 
 , 

古
 

長
 

⑩
 

迫
 

‘ー 

⑩
新
 

上
 

細
割
 

測
 

一』
 

枢
与
 

門

‘

 

⑩
八
幡
町
・
古
門
団
地
城
”
 

鯉
 
弁 
繊
肋
 

⑩
春
 

田
 

ー
由
野
 

添
 

⑨
前
 

村
 

⑧
中
 

原
 

⑦
東
 

古
 

⑥
西
 

古
 

町 民」 
グランドB I 

日
J
 

一 

日
ー
 

日
J
 

日
ー
‘
j
 

⑤
犬
 

星
 
民M 

④
浄
 

万
 

寺
 

ン 

③
山
 

の
 

手
 
町方 

②
丸
 

山
 

①
松
 

原
ー
 

福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
が
 

新
し
く
ス
タ
ー
ト
（
・
 

〈
平
成
2
年
3
月
 30 

日
公
布
・
7
月
1

日
実
施
〉
 

〇
昭
和
 31 

年
制
定
さ
れ
た
「
福
岡
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
」
 

見
直
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
「
福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
」
 

〇
新
条
例
の
め
ざ
す
も
の
 

県
民
参
加
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成
の
基
礎
づ
く
り
 

〇
豊
か
に
あ
ふ
れ
る
モ
ノ
の
か
げ
で
 

青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
が
貧
し
く
な
っ
て
い
る
万
】
 

〇
身
近
な
く
ら
し
の
中
を
お
互
い
に
点
検
し
、
 

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
 

青
少
年
が
た
く
ま
し
く
育
つ
環
境
を
つ
く
ろ
う
ク
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

学
校
行
事
の
紹
介
，
 

三
三
三
三
三
一
昌
」
一
三
三
校
の
取
り
組
み
か
ら
 
三三昌三三三一 

ク
き
ょ
う
だ
い
学
級
 

交
流
給
食
会
存
 

伊
方
小
学
校
 

異
年
令
集
団
活
動
の
ー
つ
と
 

し
て
『
き
ょ
う
だ
い
学
級
交
流
 

給
食
会
』
を
本
年
度
も
実
施
し
 

ま
し
た
。
 

一
年
と
五
年
、
二
年
と
四
年
 

三
年
と
六
年
の
同
じ
組
が
き
ょ
 

う
だ
い
学
級
と
し
て
組
み
ま
す
。
 

本
年
度
は
、
 

一
、
二
、
三
学
 

期
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
、
ど
の
学
 

級
も
和
室
で
交
流
給
食
を
実
施
 

す
る
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。
 

こ
の
『
き
ょ
う
だ
い
学
級
給
 

食
会
』
を
通
し
て
児
童
相
互
の
 

間
に
、
励
ま
し
や
思
い
や
り
、
 

感
謝
の
心
、
協
力
な
ど
好
ま
し
 

い
人
間
関
係
を
育
て
る
こ
と
を
 

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
、
二
年
三
組
と
四
年
 

三
組
が
最
初
に
実
施
し
ま
し
た
。
 

教
室
で
の
給
食
と
ち
が
っ
て
 

和
室
で
し
か
も
き
ょ
う
だ
い
学
 

級
で
の
給
食
で
す
。
楽
し
く
お
 

話
を
し
た
り
、
正
座
の
苦
手
な
 

男
の
子
は
、
が
ま
ん
で
き
ず
つ
 

い
あ
ぐ
ら
を
組
ん
だ
り
、
四
年
 

生
が
二
年
生
に
牛
乳
パ
ッ
ク
の
 

た
た
み
方
を
教
え
た
り
教
室
で
 

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
 

も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
和
や
か
 

で
楽
し
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
 

「
今
日
の
交
流
給
食
は
、
い
つ
 

も
よ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
食
 

べ
る
場
所
、
食
べ
る
人
が
ち
が
 

っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
交
流
給
 

食
で
食
べ
た
い
で
す
。
」
 

児
童
の
日
記
よ
り
 

（木） 
一

 

日
り
 

(b 
ン
 

ク
ふ
れ
あ
い
合
宿
一
 

方
城
中
学
校
 

四
月
に
入
学
し
た
一
年
生
も
 

学
校
に
慣
れ
、
毎
日
の
び
の
び
 

と
学
習
に
、
部
活
に
が
ん
ば
っ
 

て
い
ま
す
。
 

去
る
五
月
三
十
一
日
か
ら
六
 

月
二
日
ま
で
、
玄
海
少
年
自
然
 

の
家
で
、
ふ
れ
合
い
合
宿
を
行
 

い
ま
し
た
。
海
岸
散
策
で
は
、
 

ま
だ
冷
た
い
海
に
飛
び
込
ん
だ
 

り
、
海
草
や
貝
が
ら
を
夢
中
に
 

な
っ
て
拾
っ
た
り
、
元
気
い
っ
 

ぱ
い
に
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
し
 

た。 

キ
ャ
ン
ド
ル
の
つ
ど
い
は
 

二
組
か
ら
お
ど
り
も
飛
び
出
し
 

楽
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 

二
日
目
の
大
島
め
ぐ
り
は
、
残
 

念
な
が
ら
、
雨
で
計
画
通
り
に
 

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
島
 

の
人
の
御
好
意
で
、
セ
ン
タ
ー
 

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
 

上
、
特
産
の
み
か
ん
ま
で
い
た
 

だ
き
、
暖
か
い
人
の
心
に
触
れ
 

る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
 

で
し
た
。
三
日
目
は
、
野
外
炊
 

飯
を
行
い
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
 

つ
く
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
手
 

つ
き
で
、
材
料
を
き
ざ
む
姿
を
 

ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
見
て
い
ま
 

し
た
が
、
な
か
な
か
お
い
し
い
 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
出
来
上
が
り
 

ま
し
た
。
 

三
日
間
の
合
宿
も
無
事
終
わ
 

り
ま
し
た
。
 

子
供
た
ち
の
感
想
か
ら
も
実
り
 

の
多
い
合
宿
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
 

ク
人
権
の
花
ひ
ま
わ
り
）
 

弁
城
小
学
校
 

弁
城
小
学
校
は
、
今
年
福
岡
 

法
務
局
、
福
岡
県
人
権
擁
護
委
 

員
連
合
会
主
催
の
人
権
擁
護
啓
 

発
運
動
の
一
環
と
し
て
の
「
人
 

権
ひ
ま
わ
り
」
栽
培
の
委
嘱
を
 

受
け
ま
し
た
。
 

ひ
ま
わ
り
を
大
切
に
栽
培
す
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

「
相
手
の
 

立
場
を
考
え
る
」
、
 

「
感
謝
の
 

気
持
ち
を
も
つ
」
、
 

「
命
あ
る
 

も
の
を
だ
い
じ
に
す
る
心
」
 
な
 

ど
人
間
尊
重
の
精
神
を
児
童
に
 

育
て
、
併
せ
て
今
日
の
社
会
問
 

題
と
し
て
の
 
「
い
じ
め
」
 
の
防
 

止
に
も
役
立
て
て
い
き
た
い
と
 

願
っ
て
い
ま
す
。
 

五
月
二
日
に
全
校
で
種
ま
き
 

を
行
な
い
、
五
月
十
八
日
に
学
 

校
を
ぐ
る
り
と
取
り
囲
む
形
に
 

苗
を
植
え
換
え
ま
し
た
。
 

ま
た
、
定
期
的
に
行
な
わ
れ
て
 

い
る
観
察
学
習
会
を
設
け
、
定
 

期
的
に
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
種
を
収
穫
し
た
後
 

に
は
、
種
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
よ
 

せ
た
風
船
を
と
ば
し
て
、
人
権
 

擁
護
の
輪
を
広
げ
る
計
画
も
あ
 

り
ま
す
。
学
校
で
は
、
毎
日
ひ
 

ま
わ
り
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
 

が
、
日
に
日
に
成
長
す
る
ひ
ま
 

わ
り
に
 
「
も
う
、
こ
ん
な
に
大
 

き
く
な
っ
て
い
る
。
す
ご
い
な
 

あ
。
」
と
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
 

い
ま
す
。
 

『
人
権
の
花
・
ひ
ま
わ
り
』
は
、
 

初
夏
の
日
ざ
し
を
い
っ
ぱ
い
に
 

浴
び
て
、
児
童
た
ち
の
や
さ
し
 

い
心
を
は
ぐ
く
む
よ
う
に
す
く
 

す
く
と
成
長
し
て
い
ま
す
。
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平
成
2
年
度
 

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
 

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
志
す
青
少
 

年
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
 

役
割
と
そ
の
活
動
に
必
要
な
知
 

識
、
技
術
、
お
よ
び
態
度
に
つ
 

い
て
研
修
を
行
い
、
地
域
に
お
 

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
 

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
 

庄
内
町
生
活
体
験
学
校
を
会
場
 

に
8
月
8

日
ー
 10 

日
、
2
泊
3
 

日
の
日
程
で
、
 

「
青
少
年
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
が
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
方
城
町
か
ら
、
 

社
会
福
祉
協
議
会
所
属
の
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
 
「
ピ
ー
プ
 

ル」 

の
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
、
 

高
校
生
3
名
（
松
本
智
之
君
、
 

桑
野
昭
子
さ
ん
、
田
島
由
喜
子
 

さ
ん
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

筑
豊
教
育
事
務
所
管
内
e
高
校
 

生
・
留
学
生
と
一
緒
に
、
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
、
実
践
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
法
等
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
基
礎
 

的
な
研
修
、
自
炊
に
よ
る
共
同
 

生
活
体
験
、
動
物
の
飼
養
体
験
 

や
農
耕
体
験
を
通
し
て
、
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
際
を
学
び
 

ま
し
た
。
以
下
松
本
智
之
君
の
 

体
験
記
で
す
。
 

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

養
成
講
座
に
参
加
し
て
 

松

本

智

之

 

僕
は
、
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 

ア
養
成
講
座
に
参
加
し
て
、
良
 

か
っ
た
と
思
う
。
 

今
ま
で
の
僕
は
、
町
の
中
の
人
 

や
、
学
校
の
中
の
人
し
か
交
わ
 

り
が
な
く
、
又
、
そ
れ
だ
け
の
 

人
の
話
し
し
か
知
ら
な
か
っ
た
 

が
、
今
回
参
加
し
て
多
く
の
人
 

達
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
 

分
自
身
の
為
に
な
っ
た
と
思
う
。
 

例
え
ば
、
台
湾
か
ら
来
て
い
 

た
留
学
生
や
、
他
の
」
字
校
の
人
 

達
と
、
食
事
し
、
共
に
寝
泊
り
 

を
す
る
中
で
、
他
の
学
校
の
事
 

を
聞
き
、
外
国
の
学
校
の
事
や
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
話
し
 

合
い
、
た
の
し
い
、
有
意
義
な
 

2
泊
3

日
で
し
た
。
 

ま
た
来
年
、
是
非
参
加
し
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

了
と
も
の
非
行
A
鋒
剥
敷
り
 

を
見
た
ら
左
記
へ
連
絡
下
さ
い
。
 

●
方
城
派
出
所
 
⑩
一
二
三
三
 

●
弁
城
小
学
校
 
⑩
〇
一
二
九
 

●
金
田
派
出
所
 
⑩
〇
一
一
〇
 

●
中
村
良
一
 

⑩
二
四
二
三
 

●
方
城
中
学
校
 
⑩
〇
二
三
七
 

●
古
賀
邦
明
 

⑩
〇
一
九
一
一
 

●
伊
方
小
学
校
 
⑩
〇
一
二
七
 

●
手
島
秋
信
 

⑩
〇
〇
四
一
 

シンナー等有機溶剤乱用少年の実態 

なくそう！ 
少年のシンナー乱用 

補導少年は5,000人を突破 

県
下
に
お
け
る
刑
法
犯
少
年
 

非
行
が
、
こ
こ
数
年
漸
減
傾
向
 

に
あ
る
な
か
で
、
平
成
元
年
中
 

の
シ
ン
ナ
ー
等
有
機
溶
剤
乱
用
 

の
補
導
人
員
は
、
前
年
の
2
、 

9
6
0
人
を
大
幅
に
越
え
5
、 

0
6
1

人
と
過
去
最
高
を
記
録
 

し
ま
し
た
。
 

シ
ン
ナ
ー
等
有
機
溶
剤
の
蒸
 

気
を
故
意
に
吸
入
し
て
、
多
幸
 

感
、
悦
惚
感
な
ど
を
味
わ
う
有
 

機
溶
剤
の
乱
用
は
、
昭
和
 43 

年
 

こ
ろ
か
ら
広
域
に
流
行
し
始
め
、
 

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
 

シ
ン
ナ
ー
等
を
乱
用
す
る
と
、
 

内
蔵
疾
患
や
幻
覚
・
無
気
力
な
 

ど
の
精
神
障
害
を
も
た
ら
す
だ
 

け
で
な
く
興
奮
、
幻
覚
な
ど
か
 

ら
犯
罪
に
結
び
つ
 

く
危
険
性
が
あ
り
 

ま
す
。
 

県
下
で
は
、
乱
 

用
中
に
誤
っ
て
海
 

広 報 

ほうじょう 
(16 2 ) 

印 編 発 

刷 集 行 

日教方 

光育城 

委町 

印員役 

刷会場 

～ 中・高校生世代が主流～ 

小学生 

(0.1%) ●
足
立
成
昭
 

⑩
三
九
三
一
一
 

●
手
島
直
倫
 

⑩
〇
五
五
四
 

●
財
津
政
義
 

⑩
二
一
一
一
 

●
永
岡
清
正
 

⑩
〇
四
六
一
一
 

●
倉
石
隆
則
 

⑩
四
九
九
三
 

●
方
城
町
中
央
公
民
館
 

⑩
四
三
〇
〇
・
 

中
へ
転
落
し
水
死
す
る
と
い
う
 

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

1,104 人 
(21.8%) 

高校生 
7叩人 

(13.8%) 

その他の学生 
119 人（2.3%) 

学
職
別
状
況
（
平
成
元
年
中
）
 

平
成
二
年
九
月
一
日
発
行
 

、ノ 


